実験の承認申請手続用提出書類様式等について
(1) 提出書類等一覧表
(2) 遺伝子組換え実験計画承認申請書（別紙様式第１）
(3) 遺伝子組換え実験（微生物使用実験）計画書（別紙様式第２）
(4) 動物使用実験計画書（別紙様式第３）
(5) 植物等使用実験計画書（別紙様式第４）
(6) 遺伝子組換え実験終了（中止）報告書（別紙様式第５）
実験の承認申請手続について
実験責任者は，法令の定めるところにより，文部科学大臣の確認又は学長の承認を必要とする実験を実施しようとするときは，実験責任者が所属する部局の長を経て，提出書類等一覧表に定めるところにより，あらかじめ実験計画を学長に申請しなければならない。承認を受けた実験計画の変更についても同様とする。

　【提出書類等一覧表】

	事　　　　項
	提　出　書　類（注）
	提出部数
	提　出　期　限

	１　法令により文部科学大臣の確認を必要とする実験
（大臣確認実験）

２　法令により学長の承認を必要とする実験
（機関承認実験）

	下記(1)，(2)の書類及び実験の内容等により，(3)から(7)までの書類から必要に応じ選択した書類
	
	随時
ただし，科学研究費補助金に係る実験については当該補助金研究計画調書の提出時

	
	(1) 遺伝子組換え実験計画承認申請書（別紙様式第１）
	１部
	

	
	(2) 遺伝子組換え実験（微生物使用実験）計画書（別紙様式第２）
	１部
	

	
	(3) 動物使用実験計画書（別紙様式第３）
(4) 植物等使用実験計画書（別紙様式第４）
(5) 科学研究費補助金研究計画調書の写
(6) 実験に用いる蛋白性毒素産生能を説明する資料
(7) その他必要に応じ実験計画の内容を説明する資料
	各１部
	


（注）実験計画を変更する場合の手続は，新規と同じ手続によること。
なお，変更に係る計画書を作成する場合は，当該変更事項に赤で下線を付す等変更事項を明確に記述すること。
別紙様式第１
遺伝子組換え実験計画承認申請書
　　年　　月　　日
東京学芸大学長　殿
	実験責任者
	所属部局
	

	
	職
	

	
	氏　　名
	


下記の遺伝子組換え実験の実施について，承認を申請します。
　　　　　　　　　　　　　　　　記
　１　実験課題名　　
　２　実験実施期間　　　　　　年　　月　　日～　　　　年　　月　　日
　３　実験の種類　　大臣確認実験　　機関承認実験
　  　（注１）
　４　新規・変更の別　　新　規　　変　更
　  　（注２）
　５　変更事項等　　期　間　　内　容　　場　所　　従事者  

　  　（注３）
　  　　　　　　　　　　経　費　　その他
　  　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　  　　　　　　　　　　　　（承認番号　第　　　号）
　（注１） 該当する実験の種類を○で囲むこと｡
　（注２） 新規，変更のいずれかを○で囲むこと｡
　（注３） 変更に該当する場合は,変更する事項を○で囲むとともに，当初の実験
についての承認年月日及び番号を記入すること。
別紙様式第２
遺伝子組換え実験(微生物使用実験)計画書
　　　　№ 

　　　　（注１）
	実
験
責
任
者
	所属部局
	

	
	職
	

	
	氏　　名
	

	連
絡
者
（注２）
	所属部局
	

	
	職
	

	
	氏　　名
	


	課　　　題　　　名
	

	実験実施期間（注３）
	　　　　年　　月　から　　　　　年　　月まで

	実験の主目的（注４）
	


	未
同
定
実
験
	核 酸 供 与 体
	宿   主
（注６）
	ベクター
（注７）
	拡散防止措置のレベル
（注８）
	蛋白毒素
産生能
（注９）
	備　考

	
	供与体生物及び核酸の種類（注５）
	クローン化しようとする核酸の種類
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	


	同
定
済
み
実
験
・
大
量
培
養
実
験
	クローン化する
核酸の由来（注10）
	宿　主
(注６)
	ベクター
（注7）
	拡散防止措置のレベル
（注８）
	蛋白毒素  
産生能
（注９）
	備 考


	
	
	
	
	
	
	

	実験
場所
	 名　称
	

	
	 所在地
	

	拡
散
防
止
措
置
に
係
る
施
設
・
設
備
	位  置
（注11）
	

	
	構  造
（注12）
	

	
	設  備
（注13）
	


	実
験
従
事
者
	氏　　　　名
	所属機関・部局・職
	病原微生物取扱い経験
（注14）
	遺伝子組換え実験
経験　  （注15）

	
	
	
	
	

	実　験　経　費
（注16）
	科学研究費補助金　寄附金　受託研究費　教育研究基盤校費　その他

	その他参考となる事項
（注17）
	

	環境安全委員会の本実験計画に対する意見
	

	
	環境安全委員会委員長の部局・職
	氏名　　　　　　　　　　　


　（注１）申請書の記の課題に付した番号を記入すること。（実験責任者は，記入を要しない。）
　（注２）連絡者の欄は，実験責任者が本学教員でない場合に限り記載すること。その場合，原則として実験責任者を監督できる本学教員を連絡者とし，その者の所属部局・職・氏名を記載のこと。
　（注３）原則として５年以内とする。
　（注４）実験を行う目的，必要性を具体的かつ簡明に記入すること。
　（注５）供与体の種名，系統名及び用いる核酸の種類を記入すること。
　（注６）由来と系統名を記入すること。法令による認定を受けた宿主−ベクター系のうち，認定に際して系統名が明記してある系統については，系統名のみを記入すればよい。
　（注７）由来と種類を記入すること。法令による認定を受けた宿主−ベクター系のうち，認定に際して種類が明記してある種類については，種類のみを記入すればよい。
　（注８） 拡散防止措置のレベル及び生物学的封じ込めレベルを記入すること。
　（注５−注８）同一課題内において，供与体と宿主−ベクター系の組合せが複数となる場合には，それぞれの組合せごとに記入すること。
　（注９）有，無について記載すること。有の場合はLD50の値を記入すること。
　（注10）核酸供与体生物，核酸の種類，核酸の性質，作製者，年月，掲載文献等を記入すること。
　（注11）実験室又は実験区域の略図を記載し，実験設備・装置等の配置を図示すること。
　（注12）P3以上の施設について記載すること。
（注13）P2以上の施設について記載すること。
（注14，注15）有，無について記載すること。
（注16）該当のものを○で囲むこと。その他の場合には，経費の名称を記載すること。
　（注17）同一実験責任者が類似の実験の承認を受けた実績がある場合は，その旨を記入すること。
別紙様式第３
動物使用実験計画書
	動物種（注１）

	譲受け
	供与者　　　　　　　（年月日　　　　　承認者（注２）　　　）

	作
製
	入等段落
	　卵　胚　胎仔　成体　接種　　その他（注３）（　　　　）

	
	異種の核酸分子，遺伝子組換え分子又は遺伝子組換え生物


	
	導入方法


	 飼育場所


	 飼育方法（逃亡防止設備，排せつ物，飼育水等の消毒又は焼却等）


	 個体管理方法


	動物個体の子孫と管理方法


	実験終了後の処置



（注１）系統（Strain）まで記入すること。系統が明らかでない動物については，その出所を付記することが望ましい。
（注２）供与者の作製実験を承認した学長等
（注３）卵母細胞，精子，培養細胞等具体的に記入すること｡
別紙様式第４
植物等使用実験計画書
	植物種（注１）

	譲受け
	供与者　　　　　　　　（年月日　承認者（注２）　　　　）

	作
製
	 導入等段階
	種子　胞子　花粉　培養細胞　組織　器官
個体（in vitro　その他）

	
	異種の核酸分子，遺伝子組換え分子又は遺伝子組換え生物


	
	導入方法


	 栽培場所・培養場所


	 栽培・培養方法(水の処理等)


	 種子・胞子等の処置


	 植物個体の子孫と管理方法


	 同時に利用する微生物，動物


	 実験終了後の処置(種子等の後代も含む。)



　　（注１）種名（Species）まで記入すること。対応する和名があるときは，これを括弧内に付記することが望ましい。
全実験期間中，in vitroで行われる場合には、属名(Genus)を記し，種名は省略してよい。
（注２）供与者の作製実験を承認した学長等
別紙様式第５
遺伝子組換え実験終了（中止）報告書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　年　　月　　日
　　東京学芸大学長　殿 

	実
験
責
任
者
	所属部局
	

	
	職
	

	
	氏名
	


        　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

遺伝子組換え実験を終了（中止）しましたので，下記のとおり報告します。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
	承認番号
	

	実験課題名
	

	実験の開始及び
終了（中止）日
	　年　月　日　～　　　年　月　日

	実験の種類（注１）
	 大臣確認実験　　　　　　　　機関承認実験

	実験の終了（中止）に伴う措置
	実験によって得られた遺伝子組換え生物等の管理に関する措置（注２）
	管理の対象となる遺伝子組換え生物等の概要
（注３）
	

	
	
	措置の区分（注４）
	処分　移管   保管又は他の実験に活用

	
	
	移管の場合の
責任者
（注５）
	所属部局の所在地
	

	
	
	
	所属機関・部局・職
	

	
	
	
	　氏　　名
	

	
	
	他の実験に活用する場合の実験計画の概要
	

	
	実験責任者・従事 者の健康状態等
（注６）
	


（注１）該当する実験の種類を○で囲むこと。
（注２）実験終了(中止)時において実験責任者の管理下にあるものを対象とすること。
（注３）保管している書類及び遺伝子組換え生物等の数量について，簡明に記入すること。 

（注４）該当するものを○で囲むこと。
（注５）複数の者に分割して移管する場合は，別葉にて，その旨添付すること。
（注６）実験中における実験に伴う異常の有無を記入すること。
